
 

 

「健やか親子２１」関連 公開シンポジウム 3月 12 日東京で開催 

『未来の明るい家族のために、今、何が出来るのか』 

～親子を支える地域社会をめざして～ 

『未来の明るい家族のために、今、何が出来るのか』～親子を支える地域社会

をめざして～が、平成１３年度厚生科学研究子ども家庭総合研究の公開シンポ

ジウムとして、「健やか親子２１」の普及・啓発を図り、今後の子ども家庭総

合研究事業等を推進するための意見交換の場として、下記の通り開催されます。

入場は無料です。 

◇日  時：  平成１４年３月１２日（火）午前１０時～午後５時３０分 

◇主  催：  社会福祉法人 恩賜財団母子愛育会   ℡：03-3473-8301 

◇会  場： 

午前  ＪＡホ－ル（東京都千代田区大手町１－８－３ ＪＡビル９階） 

午後  ＪＡホ－ル及び国際会議室（ＪＡビル８階） 

      （地下鉄「大手町駅」 A3 出口地下 1階 直結） 

◇申込方法  参加希望者は、はがき又はＦＡＸにて住所・氏名・年齢・職業及

び電話番号をご記入の上、下記あてにお申込みください。 

（財）性の健康医学財団は健やか親子 21推進協議会に参加し、 

課題 1「思春期の保健対策と健康教育の推進」に取組んでいます。 



（あて先）〒１０６－８５８０ 東京都港区南麻布５－６－８ 

社会福祉法人 恩賜財団母子愛育会 子ども家庭総合研究推進事業事務局 

ＦＡＸ：０３－３４７３－８３００ 

◇内 容 

午前１０時  開 会 

 社会福祉法人恩賜財団母子愛育会理事長 金田 一郎 

 厚生労働省雇用均等・児童家庭局長 岩田喜美枝 

（10：10～11：50）＜基調講演＞ 

「脳の発達から子育て方法を読む」 京都大学名誉教授 大島   清 

（１３：００～１５：００）（シンポジウム） 

第１会場（ＪＡホ－ル）テ－マ[1] 「妊娠・出産のアメニティと安全性－母親

 の求めるもの」 

第２会場（国際会議室）テ－マ[2] 「小児保健医療水準の維持・向上させるた

めの環境整備」 

（１５：１５～１７：３０）（シンポジウム） 

第１会場（ＪＡホ－ル）テ－マ[3] 「子どもの心の安らかな発達の促進と育児

不安の軽減」 



第２会場（国際会議室）テ－マ[4] 「思春期における性教育は如何にあるべき

か？」    座長：性の健康医学財団会頭 熊本 悦明 

（１）性教育の何が、今問題なのか－性の陰としての性感染症感染／望まざる

妊娠の予防をめぐって－   （性の健康医学財団会頭 熊本 悦明） 

（２）中学・高校生の性行動の実態調査 

（広島大学公衆衛生学講座 木原 雅子） 

（３）医療現場から見た中学・高校生の問題点 

（いえさか産婦人科医院 家坂 清子） 

（４）中学校における性教育の現場から見た問題点 

（東京都江東区立東陽中学校 宮村まり子） 

（５）高等学校における性教育の現場から見た問題点 

（東京都立九段高等学校 竹下 君枝） 

※その他、会議室等における催し 

パネル展示（平成 13 年度厚生科学研究 子ども家庭総合研究事業の報告） 

体験コ－ナ－及び交流会＜昼休みを利用して＞ 

   健やか親子２１ホ－ムペ－ジを使ってみよう ! 

－教えて“地域ではこんな情報が欲しい”― 


